



















































































































　ｈ　科研課題協力者との通信 (1) (2) (3) (4) (5)
　ｉ　朝日新聞社笠信太郎氏の電文




　ｋ　中国現代用語辞典の編集 (1) (2) (3)
　ｌ　関連記事 (1) (2) (3) (4)
４‒２　出版
　ａ　辞典刊行会暫定規約
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坊間には貴会より屢次にわたつて発表され した当用漢字・現代送りがな・かなづかいなどに関する参考書は多々ありま が従来の出版界の状況より考えますにそれら刊行物の中にもなお誤謬脱落などの弊がないとは保しがたいものと考え す
 
つきましては弊学としましては国語・国字問題に関する 高 権威であられる貴会御発表の刊行物を唯一の準拠として辞典編纂を進めたく存じ おります ではなはだ恐縮でありますが終戦後現在までに御公表になりました国語国字問題に関 る一連の刊行物各二十部を御恵贈賜りま れば こと 幸甚に存じます
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華日辞典の編纂につきましては七月九・十日の会議後その会議の結果にもとづく新凡例・新執筆基準のとりまとめならびに印刷およびその発送に至るまでは既によく御承知賜わつておりますことと存じ すが、その後の編纂室の活動としましては七・八月の学校の休暇中も引続きカードの整理、新語の蒐集など既定の方針にしたがい極力編纂工作を進めて参りましたがその二ヶ月 工作を通じて既定の凡例・執筆基準をもつては だまだ幾多不備の点があることが次第に明らかとなつて来 たため九月以降はこれら不備 点に対処するための凡例・執筆基準の改正案の作成に努力し最近ようやくその成案を得ましたので、近く学内編纂会議に上程する運びに至つております。
 
さて、本日御多忙中折入つてお願申上げたいこ がございますが、近く東京にて開催される中国商品見本市につきまして当編纂室 してはその発表当初から大いに注目しておりしたところ本日「日本と 国」十月一日号第二面に 詳細な紹介がありそ 記事中に「展覧品リストは見 市委員会事務局で大急ぎ翻訳中であるが・・・・」とあるのを読みまて、若しその翻訳の写しが入手出来 すならば辞典工作中商品名に関 る ぎり非常に大きなプラスとな とは疑のない ころ あろうと考えます。
 
つきましては同見本市開催について緊密な協力関係を有せらるる日中友好協会の先生 御立場から右翻訳の写 入手について格別の御高配を賜わ ことが出来ればと考え 次第ですが如何でございま ようか。
 












































































































昨日はわざわざお電話いただき誠に有難うございま た。その節お話しの福田恒存氏のニュースにつきましては、早速図書印刷河野氏に電話し、福田氏の所論は何等 根拠もないこと、これを理由にただでさえ遅れている辞典の印刷をさらに遅らせるようなことは言語道断である と、をきびしく申しつ えておきました。
 





















































































































































































國では讀みを示す振假名としてローマ字教育を施してゐるに過ぎぬ事が解つた。 それにしても新字體は面白くないと思ひ 今年になつて一寸その事を皮肉つた。中國 日本とは同文同種と言ひながら、日本では漢文教育をおろそかにし、兩國でそれぞれ相談もせずに勝手な新字體を發明して、意思の疎通 妨げ やうな事をしてゐる、幾ら皮膚の色が同じでも「大磯」を「大矶
」などと書かれては話が通じない、これでも同文かとから























終戦以来とざされてきた中国大陸との関係も、この数年来まず文化・学術関係からしだいに交流が行われるようになり、 貿易 面で わずかながら進展のきざしが見られるようになってきました。
 
中部日本第一の商工業中心地たる名古屋市を有しているわ 愛知県は、 過去においてその繁栄の一端を対中国貿易に依存してお ましたが、 今後もあらゆる面で人的交流を促進し緊密な関係を使っていくことは、当地方の将来のために重要なことであります。
 
今回、中国側 招待 よって、愛知県訪中平和使節団十氏が大陸に渡 れ ことになりましたことは、上述のような意味からもまこと 喜ばしいことであります。
 
この使節団の一員として、 従来 研究の分野において大きな特色と熱意 を示してまいりました愛知大学からも鈴木擇郎先生が参加 ることになりま た。
 
御存知のように、同先生は大正九年以来東亜同文書院（のち大学）教授として数千の人材の養成に努められ、 愛知大学創立後もひきつづいて文学部教授と て学生 薫陶 当られているほか、講義の余暇に 華日辞典編集委員会委員長と 日夜精励され また多年学生就職斡旋委員長としても寧日 く御尽力下 っており す。
 
先生は今回の訪中によって、平和使節団の一員として 重責を果 ほか、学術の交流や華日辞典完成 ための連絡の確立などの面で大き 成果を収めて帰来されることでありましょう。
 
ここに私どもは、 先 が今回の長途の御旅行において真 御満足な活動 されることができますように、応分の声援をお送 する意味において、有志相はか 資金を募り、先生にお贈りしようとい ことを発起いたし 。
 











































































































































































































































































































































































次に、敝大学に於ては右申請と同時に別 機関研究として「中国語標準語彙の蒐集・整理」なる題目にて研究費 申請致しており したが、最近に至りましてこの機関研究にも外部有力学者の御参加を仰ぐことが規則上可能であるばかりでなくその方が望ましいという関係方面の意向が明らかとなりま たので、申請を一部訂正致し先生の御協力をも仰 でその採択が是非実現するよう努力致したいと存じます。
 
 つきましては御職務多忙 折柄 なはだ恐縮でありますが華日辞典の編纂とも密接なる関係を有する本研究の性質を御考慮賜わり本研究にも御協力 賜わりますよう何卒宜しく御願申上げま 。
 





















































































































































































































































































































































各個研究などと異なり、機関研究の場合は、全額を設備・備品費とすることが建前であり旅費・謝金などへの支出は認められておりませんので、御覧 とおり研究実施 面からは窮屈な使途内訳になつておりますが、 御協力頂く先生の御研究費については僅少ながら別途に考慮致したく存じておりますので、 何卒御諒承賜わりますよう 願い申上げます。
 
つきましては、 今年度における本研究の目標は本研究に該当するような語詞を極力蒐集致すことでありますが、 その実施 つきましては先生方の積極的な御参加 よつてはじめて成果が期待されるものであり て、 是非御参加をお願い致したい所存 あります。
 










































































































































































扨昨年先生ほか大勢の先生方の御協力を得て申請しました文部省科学研究費（機関研究） 「中国語標準語彙 蒐集・整理」につきましては、都合よく採択となり一三〇万円の研究費を交付され編纂処 設備 備品・資料などの充実を図ることができましたことは、誠に御同慶に堪えませんでした。
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経済的御援助の件につきましては、 誠に残念ながら御社の御都合に 継続をお願いすることができ せんでしたが、 資金募集の面などにつきましてはその後も引続 なにかと御高配をいただきおります段、心から感謝申上げます。
 














































































































































































































































































































今回の参加スタッフは、この辞典 性質上 一応大辞典のメンバーとは別箇のものとして立案させていただきました。計画立案にあた 、皆様に一々御相談申 上げる時間的余裕なきまま、担当者の中に貴名を拝借させて頂いた向も が、なにとぞ御諒承を賜わりますとともに、本計画 是非御参加くださいますようお願いいたします。
 





































































○…それにはまず戦後に国内外で刊行された辞典との対照、補充をする（イ）の工作が必要だ。このためには新中国で発行された「同音字典」 「学文化辞典」 「新華字典」 ど、多くの辞典との比較、 対照 行われる。 同時に変動を続ける新中国に生れる無数の政治経済用語、それに新聞用語などを記録す （ロ）の工作も並行して行われる、
 
 
「中華人民共和国憲法」 「毛沢東選集」 「人民日報」 「学習」などがこの資料になる。こうした仕事のためには、学内各学部教授の緊密な協力が必要だが、老舎の翻訳で知られる教養部桑島信一教授や法経学部池上貞一、川崎一郎講師らの努力で、現在までに（イ）の工作が三分の一近く進み（ロ）の工作も順調に滑り出した。
 
○…同編さん所の計画では（イ） （ロ）の工作は三十五年 終り、三十六年に全カードを整理して、三十七年には大辞典刊行 予定だが、それに先立ち「中国現代語辞 （仮称）出版の計画が去る四月から進められている。これ と関係のある実務字や、研究者の必要に応じて作られるもの 、大 はそ ま資料として活用出来るもの。出版の見通しがつき次第、直ちに編集に移る予定だ。
 






















































愛知大学では「華日辞典」づくりを続けてきた豊橋市町畑町、同大学内華日辞典編さん（纂）処＝主任・鈴木択郎教授＝を、作業も大体終わる見通しがついたので、今年度末で閉処する。昭和三十年四月から六年計画だったが、途中、中国の文字改革などあって一年延び 。同辞典はわが国では初めての十数万語を集録する。しかし閉処しても、出版するには、まだ整理事項 相当残り、また一千万円の資金がいるため 二年後になるようだ。
 





十四万枚カードがあるといっても仕事は思いどおり進まなかった。 中国が昭和三十一年から三十三年にかけて、略字化と表音文字（ロ マ字）化をし、表音文字 どは計三回変わったりしたので、そのつど書き直しするはめになった。それに専任処員がお ず各処員とも講義を持ち、合い間合い間の仕事だったので、進行がにぶらざるをえな った。九人で出発したが、いまは処員七人。うち初めから続けているのは三人だけだから仕事の打ち合 せ事項も統一しにくい点もあ た しかし処員たちは “閉処 な ても、あとは現処員がコツコツ整理してい ば完成できるまでにしておき い” と苦心をのべている。
 
 





















































































進めている。教科書の名も今年度のも から「中文会話教科書」と改めており、古い言葉をはぶき、新しいものにきりかえて完ペキを期 ま 今年度用の のはまだタイプ印刷だったが、来年度用のものは東京 出版社から活字印刷 刊行する
 
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































さて早速でありますが、華日辞典編纂の全般的審議のために評議員全部の方々 の御参集を仰ぐ件につきましては、さきに鈴木択郎教授より評議員各位の御都合をおうか い致しておりましたところ、七月九、十日の期日では野崎先生が講義の関係上御都合がわるいことが判りましたので、さらに七月十六、十七両日の線 て各位の御都合をおうかがい致しました結果、只今までに判明し しただけでも坂本先生の御都合 わるく御回答未着が二名となつてお 。
 






































































本間喜一（愛大学長） 、小岩井浄（愛大法経学部長） 、山崎知二（愛大文学部長） 、鈴
木擇郎（愛大教授） 、熊野正平（一橋大教授） 、野崎駿平（東北大学講師） 、伊藤武雄（日中友好協会理事長）
 













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































典刊行会編華日辞典の出版について、小社に御相談くださいましてまことにありがたく存じました。ただちに御計画の概要書によって、種々研究をさせていただき、このために再三会合を重ねて参りました。しかしながら内部のいろいろの事情は華日辞典の事業に与らせていただくことが困難であるとの結論になりました。とくに、目下小社において進行させております企画、 りわけ辞典関係 ものがすくなくなく、予定どおり進捗せず難渋をきわめ いるものもありますの 、残念ながら見送 せていただ ことになり た。
 



























































































































































































































































































































































































































































































































































































れぞれ 1915 年・1937 年であった。それとても両者とも文語を対象としたものであって、
中国語辞典としてはおそらく最初のものであった周銘三編“国語辞典”（総ページ 281の小
























粗資料カード約 14 万枚あり、語数としては 7～8 万語であったろうか。当時の語彙蒐集は
次の諸氏によって進められていた。次に記してその労を謝する。 
鈴木択郎 熊野正平 野崎駿平 坂本一郎 影山巍 岩尾正利 内山雅夫 山口左熊 










































































典・簡明字典・中国語文その他の資料の寄贈を受けた。1955 年 12 月中国学術視察団副団
長馮乃超氏が愛知大学を訪問され、「為中日両国文化交流打好堅実的基礎」という題字を下
















































































































































































































































































だ貧弱と言わざるをえなかった。当初たてた一九六一年頃という完成目標が大幅にずれこむ見通しとなってからも、さらに予定を延ばさざるをえない編集上の問題も出て そのつど大学当局や、当初より編集出版上の助言 得てきた株式会社大安の関係者に迷惑 かける始末となり
１０
、結果的に期間は予定の二倍となった。このため大学財政のひっぱくもあ


































































の六字の金文字がよく映えた。日中 化交流のための愛知大学 事業 して作 れたもであるという観点から、華日辞典刊行会では利用者の負担を考慮 、定価三 円と破格の値段に設定した。
 
 





















     贵会赠给我会的《中日大辞典》一二〇〇册如数收到。对此隆重的赠品，谨致谢意。
 

























































































































   
      您给郭沫若先生的信，郭先生已经读过并表示感谢。铃木择郎教授等访华事，已托
 
   有关部门研究。
 















































                                         




















































                                        
                                        
                                        




































































































































































































































うことになっているほか、付録 文字年表、中国の歴史 日本語の索引も入れられる。いずれにしても収 の数、簡化字の採用など内容的にこれまで ない立派なもので、これだけの辞典は日本では初めての刊行といわれている
 
印刷費用は千六百万円。これは大学から五百万円、日通社長の辞典前納金五百万
円、残り六百万円は一般注文の予約金でまかなうことに って る 辞典の出 が遅れていた はこ した資金のメドがたたないためで このほどやっとメドがつき、出版のはこびとなったわけである。
 
同編さんは昭和三十年四月から鈴木択郎同大教授が中心となり、十年間 歳月を































































文書院教授だったころ「知りたいことがでていない」と不満を持ち、神戸外大 坂本一郎教授、元東北大の故野崎駿平教授らとすでに辞典づくりを手がけていた。ところが終戦と同時に資料を中共側に接収された。 それ 中共の郭沫若科学院院長らの好意で日友好協会を通じて返され、中国語に強い愛知大学で十年 歳月をかけ完成した。
 
編集には鈴木教授はじめ同大学の中国語担当、そ 他関係の助教授 講師ら九人で始






































































































昭和八年、同大の前身、上海の東亜同文書院時代 鈴木さんらがこれまでの中国語辞典に不満を感じて中国語カードの編集、 整理を始めたのがこの辞典ができる最初のきっかけ。当時のカードのほとんどは戦後中共に没収され も の、日中友好協会 好意で再び愛大の鈴木さんのところへ帰ってきた。
 
 
昭和三十年四月、これらのカードをも に華日辞典編さん所を開設、きょうまでずっと整理にあたってきた。約三十年越しに実現した辞典 いう け。
 







































































































































































































































































































































































































































































































現今世間では日通事件に驚き、福島前日通社長に非難 声を浴びせ いるが、 「中日大辞
典」編者のことばに ると、福島社長は昨年四月、多数予約して、この辞典の出版 助けてくれたそうである。日通社長と「中日大辞典」とは奇妙且つ意外な取り合わせ ようだが、その経緯の仔細を知らぬ僕がとやかく申すことはない。しかのみ らず、編者のことばを読んで知らなかった は申せ、僕はその困難な出版に対して何等助力しなかったことに忸怩たるものがある。この「中 大辞典」は今後僕の案頭 あっ 、恐らく僕の終生の伴侶の一つとなるであろうが、僕のこの慚愧の念と同時に、福島 う日通社長がこ 出版を助けたこと 永く僕の記憶に残るであろう。
 



















者に多大な感銘を与えた大著作である。 その基盤 なった原稿カードは書院の中国語関係教授（鈴木・熊野・野崎・坂本・影山・岩尾・内山・木田・金丸・尾坂各教授・講師・助手のほか中国人講師八名） が多年にわたり集積整理したもので粗資料カード十四万枚、語数八万語に及んだ。戦後奇しき運命を経て、こ 原稿が日本側へ無事返還されたのを契機に、発刊にまで漕ぎつけたものである。この間 事情について編纂委員長となった鈴木択郎教授は、その遺稿の中で次のように述懐している。
 
 
「私の学生時代、中国語学習でお世話になった書物は、 『華語萃編初集』 、 『官話指南』 、






























































































































いうことにした。いや八〇〇万はお返しすると うこ だった。出版は大変だ、新し活字を使わねばならんので、大 本印刷ではイヤだ 言う。小林君が印刷会社と交渉してうまくやってくれ ので大助かりだったヨ。印刷も順調にいき、去年は七〇〇〇部刷った。この売上金は別会計にして印刷費を払い、 これば 中文化交流に全部使うに決定している。カードを返してもらう時に 中国の郭沫若さん 対し 文化交流のめに使うから返して欲しいと言ってある。従って、売上金は別会計にしてあり、去年はこの売上金を使って学生を中国旅行に出 いる。今回は売上剰余金 っ 、中国地誌のうち欠本になっ もの、中国にはなくて日本 あるも を復刊して、それを寄付しようかという案も出 いる。
 































































だけ） 。もうひとつは、漢字の親字をひき、そ 字をか らにもつ語彙をひくようにしたもので、 『中日大辞典』は後者である。
 
 
漢字の親字は簡体字（げんざい常用） 、繁体字（もとの複雑な字） 、異体字 は使用











































弾」というように、数につけた量詞（助数詞）が日本とちがう が多い。だか 、名詞には、その語につく量詞を示してもらいたい、というのが、わたしのね いであった。これまでの辞書には、そうした親切がなかっ が 書で、 じめてそれが こなわいる。そ うえ、二百余種の主要量詞を付録してあって、便利であ
 



































































































太 田 辰 夫 
 














































































































































 牢底  坐穿  囚歌  活棺材  毒刑  王朝  飛行軍  緑漣漣  湖覇  
 烏蓬船  漁款  魚簍  漁船  漁民  説不完  浪濤  鉄枷  摸桩（原書 
 に注あり）  白匪  厳禁  英雄郎  一条心  鉄牆  記工員  今晩上   
 撥亮  比得上  洗補  忘懐  五次戦役（原書に注あり）  敵機  打糕   
 炮火  硝烟  流下  狙撃戦  昏倒  背進  炸平  你説  唱不起来   
 敵占区  首長  混進  敵戦区  志願軍  山路  双拐  金達萊花  開満 








 打翻  免除  湖水  天網  阻擋  眼光  温暖  傷員  狠狠地  



















































Dear Professor Suzuki , 
 
 
On July 21,1971 I sent you a letter in which I confirmed that I received with many 
thanks two copies of the second edition of your dictionary. To-day I am glad to send 
you a separatum of the review I wrote on the Chu-Nichi Daijiten. The article will 
appear in this years’ edition of the journal “Oriens Extremus” which is being 
published by the Chinese and Japanese Institutes Hamburg University. 






















Besprechungen ostasiatischer Neuerscheinungen 
 
Chu-Nichi daijiten. Kompiliert vom Redaktionsstab für das Chu-Nichi dai-jiten der 
Aichi-Universität i , Toyohashi, Präfektur Aichi, Aktiengesellschaft Daian, Tokyo 
1968, 2135 Seiten, Yen 3500, ―. 
 
  Läßt man einmal die Wörterbücher Revue passieren, die dem chinakund-lich 
Interessierten zur Erschließung der modernen chinesischen Sprache zur Verfügung 
stehen, so zeigt sich rasch, daß darunter nur wenige Werke zu finden sind, denen 
man den Rang eines wirklich brauchbaren Nachschlagewerkes für das Chinesisch 
der Gegenwart zuerkennen kann. Unter den in der Nachkriegszeit erschienenen 
Werken dieser Art sind vor allem zu nennen das Chinesisch-Russische Wörterbuch 
von I.M.OSANIN(3.Aufl.1959), in dem zwar auch der Wortbestand der chinesischen 
Schriftsprache in gewissem Maße berücksichtigt ist, der Nachdruck aber auf der 
Erfassung der chinesischen Gegenwartssprache liegt, sowie das 1959 von der 
Deutschen Abteilung des Pekinger Fremdspracheninstituts herausgebene 
Chinesisch-Deutsche Wörterbuch (Han-Te tz´u-tien). Die in den USA 
herausgebrachte englische Fassung dieses Wörterbuchs ist das Chinese-English 
Dictionary・・・of Modern Communist Chinese Usage, das in der Reihe der 
Veröffentilichungen des Joint Publication Research Service erschien und das 
gegenüber dem Han-Te tz´u-tien den Vorzug hat, daß die sehr zahlreichen 
sprachlichen Mängel der deutschen Worterklärungen im letzteren in der englischen 
Übersetzung bereingt sind. 
  Begrrenzter in Intention und Umfang sind solche Wörterbücher wie das 
Chinese-English Current Political Phrases and Terms Dictionary, verfaßt von der 
Kaderschule für Ausbildung in Fremdsprachen der Nachrichtenagentur Hsin-hua, 
Peking 1964, das Dictionary of Chinese Current Terminology, das unter der Leitung 
von Albert A. DIEN im East-West-Center der University of Hawaii abgefaßt wurde 
und 1962 erschien, sowie das Dictionary of Spoken Chinese des Institute of Far 
Eastern Languages, Yale University ii, um nur einige zu nennen. 
  Auch die im Anfang der 60er Jahre in Japan erschienenen Nachschlage-werke für 
das moderne Chinesisch ― es seien erwähnt die Wörterbücher von KOSAKA und 
TADA (Gendai Chu-Nichi jiten), KANEGA, N.(Chugokugo jiten), das phonetische 








umfangreicher als die genannten chinesisch-westlichen Werke, verdienen aber als 
Hilfsmittel zur Lektüre neuchinesischer Texte noch längst nicht das Prädikat 
„ausreichend“. 
  Von allen diesen chinesisch-fremdsprachigen Wörterbüchern kann sich keines 
mit solchen umfassenden Nachschlagewerken messen, wie sie für eine andere 



















                                                  
i 中日大辞典。愛知大学中日大辞典編纂処編 
ii Siehe die Besprechung von Klaus KADEN in OLZ 64. Jahrgang 1969,Nr.7/8,S.394/395. 







































 その後、愛知大学では中国語担当教授の外に、さらに中国人 1 名を含む数名の中国語専
門家を専従者として聘して編纂業務を進めていたが、13年を経た現在（43年 1月末日）よ
うやく出版のはこびに至った。 
 この辞典の規模は B6 版、本文 1,947 頁、検字表 85 頁、日本語による索引 68 頁、その
他付録など合計 2,144 頁となった。親字は簡化字 2,238 字を含めて計 7,876 字であり、繁







































 検字表は、①旧来の 214 種の部首とその約束ごとにこだわらず、なるべく見た感じによ
って検字できるように、243 種の部首を設定した。②部首はあたらしい字体にもとづき 5








習慣上 2通り以上の筆順がある字は、できるだけヽ一丨ノ  の各部に重出させてある。た
とえば、为はヽ  力 の 3 部首に、凹は   丨 凵 の 3 部首に重出させてある。④日本当用
漢字字体には△を付して重出させてある。たとえば、反
△
は 又厂一 の 3 部首に重出させ、
辞典本文の〔反〕に導いてある。 
 日本語による索引 68ページ、約 1万 7千語を巻末に加え、正面からひく「中日」の用法
と逆の方からひく「日中」の用法とを兼ねたものとし、この辞典を効率的のものとした。 
 附録としては日本語索引以外、次のものが掲載されている。 
 部首名一覧 日中字形対照表 偏旁簡化表 主要量詞一覧 中国政治機構一覧表 中国
重要記念日・二十四節気・旧暦主要節日一覧表 親族関係表 北京傳統住宅図解 度量衡






















































































































































































































































































で多数の予約を前金でいただき 前記の愛知大学からの援助金と合せて印刷着手金 得、印刷にとりかかることができた。その後、朝日新聞社、毎日新聞社か も多数 予約をいただき、 こ 分は中国貿易友好商社 らの予約二〇〇冊を加え、 一、 二〇〇冊として、中国のこの辞書に対して与えられた 意に報いる意味で中国 各大学へ 千冊、 対外貿易機構へ二百冊を寄贈した。
 
 








































































































しても増補改訂に一生追いまくられるでしょう」 と辞典完成 むずかしさを ぞかせた明治三十一年、栃木県生まれ、六十七才。 （松本伸夫）
 











































































































































ンドホテルで先生ご夫妻出席のもと、愛知大学主催の形で、百余名の参集を得て盛大に開かれた。滬友会からは田中会長の代理として上野事務局長が出席した。本間愛知大学名誉学長は、祝詞の中で、 木先生が、上海から 引揚げにあたって、自分の物 もち帰るのも割いて、大きなトランク三ツ位に入った学籍簿・成績表を持ち帰られたご苦心についての披露があった。鈴木先生の最大の業績は中日大辞典の編纂であるが、これは永く歴史に残るもので 日中 友好と文化交流 為に果す役割はいか 高く評価してもし過ぎるものではない。参会者一同改めて、先生 ご苦心を思い、祝賀会 雰囲気は一層盛り上った。
 






































































































いつもやきもきしていた。それで 『中日大辞典』というような立派な書物を発行した鈴木先生に対して勲章を発行するのが遅すぎると。だ 、 「よかったな、万歳、これで僕も気がせいせいした」という同僚思い、部下思いの心情がこもっ 本間先生の言葉であったと分ったわけです
 





































がその人生のすべてである いう信念を持って たと思われる。その生涯を通じてやむを得ずして過した数年以外は、若くして上海日本居留民団立商業学校教諭 ふり出しに、東亜同文書院大学予科教授・愛知大学教養部教授として、ほとんど全生涯を教師として終始された。
 
 
強い正義感・責任感を以て世 処す ば 憤りを感ずることは必至であるが、君







































教授が、寒波厳しい六日朝、不帰の客となった。毎年、鈴木教授からいただく賀状には流麗な文字で中国の吉祥句がしたためられていたが、 この新年には賀状が見当たらなかったので 「もしやご健康がすぐれないのでは―」 と不安を抱いていたところへの訃報 （ふほう）だった。
 































NIPPON  TELEGRAPH  AND        TELEPHONE  PUBLIC  CORPORATION 
 
R.No.         Out        Office No.      Sent 
４４６          ４０ 
ＴＲＢ４３９ ＣＪＡ４２８ ＯＰＦ００７０ ＸＢＳ５０７ Ｘ２０１９ ＪＰＪＸ ＣＯ 
ＣＮＴＪ ０５０ ＴＩＡＮＪＩＮ ５０ １４ １８００ 
愛知大学 久曾神昇 大学長                  14-1 ’81付 消印 
TOYOHASHI 
 
驚 悉 鈴 木 擇 郎 教 授 不 幸 逝 世 ， 深 表 哀 悼 拜 
向 其 家 屬 至 以 誠 摯 的 慰 問 南 開 大 学 校 長 
                                          楊石先 









































質的には中国問題研究所であり、しかもそ に日中友好協 豊橋支部が出来ていて、支部長は小岩井だった。しかも 協会発足四ヵ月前の六月に朝鮮戦争が始まり、一〇月二五日には抗米援朝の中国人民義勇軍が参戦していて、
occupied
日本にあっては協会














































































































































の功績によって勲三等瑞宝章を受け 鈴木のもとへ東京の本間から電報 届いた。 「バンザイキガセイセイシタ」 。 国立大学 同世代の多くが既に叙勲していることが、本間にはかねてから腹立たしいことだった。
 
その叙勲祝賀会が一一月一九日に行われ、参加者百名余、名誉学長の本間が「敗戦に
よる同文書院廃校、引き揚げの混乱時に、何物にもかえて学籍簿、成績簿を持ち帰った献身的な行為を称賛されるとともに ず江夫人の内助の功を称え」た（今泉記、昭和五三年一月一日『愛大通信』一四号） 。会場は西ドイツ ボッフム大学 張禄澤教授（愛大の前中国語教授）から送ら た花束で彩られ、滬友会会長の祝辞、在北京同窓生の祝電などが披露された。
 
     〔注〕 『愛大を創った男たち』第五章「再度の学長就任から辞任まで」 （ 〇一
一年三月愛知大学発行）より抜粋。
 
４‒３ｅ(11)
